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事務局からの重要なお知らせ②事務局からの重要なお知らせ②

•請負で就業された報酬は配分金収入となり、所得税法上の雑所得になって、所得税・市県民税
の申告が必要となることがあります。「配分金等支払証明書」を送付します。

　smiletosmileに登録されている方は送付しません。また､派遣で就業された報酬は給与収入
となります。「令和７年分給与所得の源泉徴収票」を令和８年１月上旬頃、大分県シルバー人
材センター連合会が送付します。

　　注、請負・派遣両方で就業された会員にはそれぞれ送付されます。
（税務署への申告）公的年金収入等が400万円以下、かつその他の所得(配分金含む)が20万円
　　　　　　　　　以下の場合は、確定申告は不要です。
（市役所への申告）その他の所得(配分金含む)が20万円以下でも原則、市民税・県民税の申告
　　　　　　　　　は必要です｡(所得が0円の場合は不要です｡）

１．配分金のみの場合（給与、事業収入、その他の雑所得「公的年金を除く」が無い方１．配分金のみの場合（給与、事業収入、その他の雑所得「公的年金を除く」が無い方
•配分金が80万円(実際の経費が３万円)のとき
　実際の経費３万円＜特例による経費が65万円のため、
　雑所得は　80万円－65万円＝15万円となります。
（注意）配分金又は内職収入が65万円未満の場合は、
　　　　特例による経費は収入額が限度となります。

３．配分金のほかに事業収入（営業や農業など）がある場合３．配分金のほかに事業収入（営業や農業など）がある場合
•農業収入60万円(農業経費が40万円)で、配分金が50万円(実際の経費が３万円)のとき
　特例による経費は65万円－40万円＝25万円となり、実際の経費３万円＜特例による経費
25万円のため、雑所得は50万円ー25万円＝25万円となります。

（注意）事業収入の経費が65万円以上の場合は特例による経費は使えないため、実際の経
　　　　費を使って雑所得を計算します。

２．配分金のほかに給与収入がある場合（派遣で就業されて
　　いる方も給与収入になります｡）
２．配分金のほかに給与収入がある場合（派遣で就業されて
　　いる方も給与収入になります｡）

•給与収入が40万円で、配分金が60万円(実際の経費
　３万円)のとき
　特例による経費は65万円ー40万円＝25万円
　実際の経費３万円＜特例による経費25万円のため、
　雑所得は60万円－25万円＝35万円となります。
（注意）配分金又は内職収入が65万円以上の場合は、
　　　　特例による経費は使えません。

詳しくは税務署にお問い合わせください。

シルバー人材センター配分金等の確定申告についてのご案内シルバー人材センター配分金等の確定申告についてのご案内

　60歳以上で佐伯市内に在住し、健康で働く意欲のある方。知人・友人に紹介
をお願いします。入会説明会に参加されて、シルバーの働き方に納得されて会員
となって頂きます。

配分金収入の所得額の算出方法

４．配分金のほかに生命保険契約に基づく個人年金収入がある場合（公的年金を除く）４．配分金のほかに生命保険契約に基づく個人年金収入がある場合（公的年金を除く）
•個人年金収入100万円(経費70万円)で、配分金が40万円(実際の経費が３万円)のとき
　個人年金に係る経費(70万円)が65万円を超えるため、特例は適用されません。
•雑所得は（100万円－70万円)＋(40万円－３万円)＝67万円となります。
（注意）個人年金収入の必要経費とは、払込保険料の合計額のことです。

給 与 収 入

配分金収入

特 例 経 費

雑 所 得

あなたも計算してみませんか？
枠の中に数値を入れてみてください。

　会報　豊 の か け 橋　　第 56 号（１）

会報 第56号 令和８年１月発行

発行所　佐伯市シルバー人材センター
　　　　大分県佐伯市長島町1-28-2

責任者　下　川　　健
TEL(0972)23-3001 FAX(0972)24-3340

理事長・佐伯市長の

　　　　　新年ごあいさつ

上半期の事業実績及び活動報告

　　

・・・・・・・・・・・２

・・・・・・・３

安全就業の取組み・

　　　安全標語入選作品

事務局からの重要なお知らせ

　　

・・・・・・・・・・・・・・４

・・・・・５～６

も

く

じ

理
　

事
　

長
　
　
下
　

川
　

　
　

健

副
理
事
長
　
　
加
藤
　
宗
義

理
　
　
事
　
　
工
藤
　
桃
代

　
　

〃
　

　
　
　
米
澤
　
義
訓

　
　

〃
　

　
　
　
三
村
　
和
征

　
　

〃
　

　
　
　
大
星
　
喜
六

　
　

〃
　

　
　
　
曽
宮
　
正
一

　
　

〃
　

　
　
　
山
田
　
治
郎

　
　

〃
　

　
　
　
高
司
　
敏
洋

　
　

〃
　

　
　
　
中
川
　
　
操

　
　

〃
　

　
　
　
村
上
　
照
文

　
　

〃
　

　
　
　
松
岡
伸
一
郎

監
　
　
事
　
　
利
光
　
充
規

　
　

〃
　

　
　
　
西
元
　
明
廣

事
務
局
職
員
一
同

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



　会報　豊 の か け 橋　　第 56 号（５）

事務局からの重要なお知らせ①事務局からの重要なお知らせ①

　年会費は毎年納めて頂きますが、令和８年４月に配分金が3,000円以上ある方
は、令和８年の５月27日（水）支払予定の配分金から控除させて頂きます。

年会費のお支払いについて

　令和６年11月１日にフリーランス法が改正され施行されたことにより、請負
で就業される会員の皆様には、就業条件や会員業務委託料（配分金）並びに就業
場所を記した「会員業務仕様書」を口頭、紙面、電子媒体でお示することになっ
たことは昨年お知らせしたところです。また、会員全員に「smileログイン通知
書」を送付して、システム登録をお願いしたところです。
　しかしながら、まだ多くの会員の方が登録されていません。是非、登録をお願
いします。詳しくは職員にお尋ねください。

○会員業務仕様書について

振込先口座　ゆうちょ銀行　普通　17270　18703031

口座名義人（漢字）　公益社団法人佐伯市シルバー人材センター

口座名義人（カナ）　ｼﾔ)　ｻｲｷｼｼﾙﾊﾞｰｼﾞﾝｻﾞｲｾﾝﾀｰ

　なお、派遣のみで働いている方、令和８年４月に配分金が無い方、働いていな
い方（未就業や同好会のみの方）は、令和８年６月末までに、事務所窓口でお支
払いされるか下記のシルバー指定口座に振り込みをお願いします。（令和８年５
月末開催予定の総会受付でもお支払いできます。）

【場所】

 佐伯市シルバー人材

 センター 

 ２階研修室

【とき】 

 午後１時３０分から

２ 月 2 6 日　（木）

３ 月 26 日　（木）

４ 月 28 日　（火）

５ 月 28 日　（木）

６ 月 29 日　（月）

入会説明会予定日

２ 月 27 日　（金）

３ 月 27 日　（金）

４ 月 27 日　（月）

５ 月 27 日　（水）

６ 月 26 日　（金）

配分金の支払い予定日
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皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
元
旦
の
朝
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
理
事
・
監
事
の
皆
様
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
並

び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
理
解
、
ご
指
導
を
戴
い
て
お
り
ま
す
佐
伯

市
の
関
係
ご
当
局
、
県
市
関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
佐
伯
市
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
の
建
物
を
お
借
り
し
て
、事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、五
年
ご
と

に
契
約
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
審
査
の
年
で
し
た
。
引
き
続
き
、
指

定
管
理
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨

夏
は
異
常
高
温
気
候
の
影
響
か
ら
か
、
事
故
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
現
場
の

こ
と
は
、
働
く
皆
様
が
一
番
ご
存
じ
で
す
。
ど
う
か
、
健
康
に
留
意
し
つ
つ
、

安
全
操
業
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
丁
寧
な
仕
事
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本

年
一
月
か
ら
、
最
低
賃
金
が
上
が
り
ま
す
が
、
更
に
丁
寧
な
仕
事
で
、
お
客

様
の
信
頼
を
繋
い
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
分
県
下
十
四
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
仲
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り

ま
す
。
数
は
心
強
い
力
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
身
近
な
人
に
声
掛
け

を
し
て
、
入
会
の
お
誘
い
と
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
当
セ
ン
タ
ー
を
、「
頼
り
に
な
る
存
在
」、
会
員
の
皆
様

に
は
「
生
涯
会
員
」
を
目
指
せ
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が
、
健
康
で
、

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
は
や
八
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
と
直
接
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
佐
伯
市
に

は
豊
か
な
「
宝
」
が
あ
る
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
と
い
っ
た
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
市
政
運
営
の
根
幹
で
あ
る
「
い

つ
も
　
こ
ど
も
が
　
ま
ん
な
か
」
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
、「
す
べ
て
の

世
代
が
笑
顔
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
、
温
か
い
佐
伯
市
」
の

実
現
に
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
率
40
％
を
超
え
る
佐
伯
市
に
お
い
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ

の
超
高
齢
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
今
後
も
元

気
な
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
増
や
す
こ
と
に
引
き
続
き
注
力
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
は
、
長
年
培
わ
れ
た
豊

富
な
知
識
、
技
能
、
経
験
を
活
か
し
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
と
も
に
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く
一
員
と
し
て
、
生
き
が
い
と

誇
り
を
も
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
佐
伯
市
が
直
面
す
る
課
題
は
、行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
、

企
業
、
行
政
が
手
を
取
り
合
う
こ
と
は
市
政
の
根
幹
を
な
す
こ
と
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
心
一
つ
に
、
誰
も
が
挑
戦
で
き
、
お
互
い

を
尊
重
し
、
つ
な
が
り
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し
、
佐
伯
市
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
結
び
に
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

で
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐
伯
市
長
　
冨
髙
　
国
子
　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

理
事
長
　
下
川
　
健
　

新
年
ご
あ
い
さ
つ



　会報　豊 の か け 橋　　第 56 号（３）

令
和
７
年
度（
上
半
期
）主
要
実
績
報
告

　
毎
年
10
月
は
、「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進

月
間
」
と
定
め
ら
れ
、
シ
ル
バ
ー

事
業
の
社
会
的
意
義
や
活
動
内
容

等
を
広
く
住
民
や
行
政
機
関
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会

員
拡
大
及
び
就
業
機
会
の
確
保
を

目
的
と
す
る
取
組
み
で
す
。
22
日

に
理
事
と
監
事
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
今
年
も
歴

史
と
文
学
の
道
（
城
山
三
の
丸
櫓

門
か
ら
大
手
前
交
差
点
）
の
歩
道

周
辺
の
落
葉
拾
い
や

掃
き
掃
除
な
ど

の
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。

主要実績数値対比表（４月～９月）

事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

　
定
例
理
事
会
は
、
年
６
回
開
催

す
る
よ
う
定
款
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、今
年
度
、第
１
回（
５
月
９
日
）、

◆
事
業
の
概
要

①
会
員
数

　
　
令
和
６
年
９
月
末
は
３
２
０

名
で
し
た
が
、
令
和
７
年
９
月

末
で
は
３
２
３
名
で
３
名
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
目
標
の
３
４
４
名
は
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
年

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
広

報
等
で
入
会
促
進
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
入
会
者
よ
り
退
会
者

が
多
い
状
況
で
す
。

②
受
注
状
況

　
　
受
注
件
数
に
つ
い
て
は
、
公

共
・
民
間
と
も
減
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
契
約
金
額
・
配
分
金

は
公
共
は
増
、
民
間
は
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
派
遣
事
業

　
　
新
規
受
注
が
２
件
な
ど
で
契

約
金
額
は
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

理
事
会
開
催
状
況

７
年
度

年
度

契約金額(円)
配分金額

(円)

派遣事業
契約金額

(円)公共 民間 合計

６
年
度

差
異

49,830,587

45,518,781

4,311,806

27,580,789

31,394,238

△ 3,813,449

77,411,376

76,913,019

498,357

67,408,383

66,600,965

807,418

15,425,603

13,201,357

2,224,246

民間

会員数

225

229

△ 4

98

91

7

323

320

3

佐伯市人口(人)

総人口 60歳以上

63,389

64,703

△ 1,314

31,224

31,526

△ 302

受注件数

公共男 女 計

776

843

△ 67

110

119

△ 9

第
２
回
（
７
月
24
日
）、
第
３
回

（
10
月
22
日
）、
第
４
回
（
11
月
26

日
）
と
開
催
し
、
会
員
入
退
会
状

況
及
び
事
業
の
実
績
状
況
の
承
認
、

そ
の
他
予
算
等
の
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

【
広
報
・
啓
発
】

　
商
工
会
議
所
の
所
報
（
９
月
）

に
仕
事
の
依
頼
の
折
り
込
み
広
告

を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
10
日
に
新
聞
折
り

込
み
ち
ら
し
で
会
員
拡
大
・
仕
事

の
受
注
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。



　（４）会報　豊 の か け 橋　　第 56 号

　令和７年度大分県シルバー人材センター連合会が募集した安全標語に応募
された佐伯市シルバー会員から次の方が入選されました。

優秀賞　江藤　健一　様　大丈夫　心の隙間に　事故潜む
佳　作　三浦　文弘　様　慣れ作業　持つな過信　今の自分
佳　作　西本　千敏　様　これくらい　やれるが　ケガのもと

安全標語入選作品安全標語入選作品

絶対なくそう思い込み　「したはず」「みたはず」「言ったはず」
大分県シルバー人材センター連合会優秀作品

　
令
和
７
年
８
月
20
日
に
第
１
回

安
全
就
業
委
員
会
を
開
催
し
、
労

働
安
全
衛
生
規
則
改
正
法
施
行
に

伴
う
熱
中
症
対
策
等
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。

安
全
・
適
正
就
業
の
取
組
み

　
６
月
か
ら
11
月
の
間
に
理
事
長

・
事
務
局
長
に
よ
る
特
別
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
５
回
実
施
、
安
全
委

員
に
よ
る
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
２

回
実
施
し
ま
し
た
。
11
月
末
現
在

で
傷
害
事
故
が
５
件
、
飛
び
石
事

故
が
９
件
、
そ
の
他
ク
レ
ー
ム
が

１
件
で
し
た
。
昨
年
同
期
は
10
件

で
し
た
の
で
、
４
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
安
全
対
策
を
徹
底
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
令
和
７
年
度
公
益
社
団
法
人
全

国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

協
会
定
時
総
会
決
議
に
基
づ
き
、

理
事
長
と
副
理
事
長
が
佐
伯
市
長

並
び
に
市
議
会
議
長
に
対
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

全
シ
協
要
望
活
動

　
令
和
７
年
11
月
12
、
13
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
大
分
県
高
等
技

術
専
門
校
で
樹
木
剪
定
技
能
講
習

を
開
催
し
、
10
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

令
和
７
年
度
高
年
齢
者

　
　
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業樹木剪定技能講習樹木剪定技能講習

議　長議　長

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
は 

無
理
せ
ず

　
焦
ら
ず 

油
断
せ
ず

市　長市　長



　会報　豊 の か け 橋　　第 56 号（５）

事務局からの重要なお知らせ①事務局からの重要なお知らせ①

　年会費は毎年納めて頂きますが、令和８年４月に配分金が3,000円以上ある方
は、令和８年の５月27日（水）支払予定の配分金から控除させて頂きます。

年会費のお支払いについて

　令和６年11月１日にフリーランス法が改正され施行されたことにより、請負
で就業される会員の皆様には、就業条件や会員業務委託料（配分金）並びに就業
場所を記した「会員業務仕様書」を口頭、紙面、電子媒体でお示することになっ
たことは昨年お知らせしたところです。また、会員全員に「smileログイン通知
書」を送付して、システム登録をお願いしたところです。
　しかしながら、まだ多くの会員の方が登録されていません。是非、登録をお願
いします。詳しくは職員にお尋ねください。

○会員業務仕様書について

振込先口座　ゆうちょ銀行　普通　17270　18703031

口座名義人（漢字）　公益社団法人佐伯市シルバー人材センター

口座名義人（カナ）　ｼﾔ)　ｻｲｷｼｼﾙﾊﾞｰｼﾞﾝｻﾞｲｾﾝﾀｰ

　なお、派遣のみで働いている方、令和８年４月に配分金が無い方、働いていな
い方（未就業や同好会のみの方）は、令和８年６月末までに、事務所窓口でお支
払いされるか下記のシルバー指定口座に振り込みをお願いします。（令和８年５
月末開催予定の総会受付でもお支払いできます。）

【場所】

 佐伯市シルバー人材

 センター 

 ２階研修室

【とき】 

 午後１時３０分から

２ 月 2 6 日　（木）

３ 月 26 日　（木）

４ 月 28 日　（火）

５ 月 28 日　（木）

６ 月 29 日　（月）

入会説明会予定日

２ 月 27 日　（金）

３ 月 27 日　（金）

４ 月 27 日　（月）

５ 月 27 日　（水）

６ 月 26 日　（金）

配分金の支払い予定日

　（２）会報　豊 の か け 橋　　第 56 号

　
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
元
旦
の
朝
を
お
迎
え
の
こ
と
と
拝
察
し
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
、
理
事
・
監
事
の
皆
様
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
並

び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
理
解
、
ご
指
導
を
戴
い
て
お
り
ま
す
佐
伯

市
の
関
係
ご
当
局
、
県
市
関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
佐
伯
市
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
の
建
物
を
お
借
り
し
て
、事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、五
年
ご
と

に
契
約
見
直
し
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
審
査
の
年
で
し
た
。
引
き
続
き
、
指

定
管
理
者
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
昨

夏
は
異
常
高
温
気
候
の
影
響
か
ら
か
、
事
故
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
現
場
の

こ
と
は
、
働
く
皆
様
が
一
番
ご
存
じ
で
す
。
ど
う
か
、
健
康
に
留
意
し
つ
つ
、

安
全
操
業
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
丁
寧
な
仕
事
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本

年
一
月
か
ら
、
最
低
賃
金
が
上
が
り
ま
す
が
、
更
に
丁
寧
な
仕
事
で
、
お
客

様
の
信
頼
を
繋
い
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
分
県
下
十
四
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
仲
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
り

ま
す
。
数
は
心
強
い
力
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か
ら
身
近
な
人
に
声
掛
け

を
し
て
、
入
会
の
お
誘
い
と
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
当
セ
ン
タ
ー
を
、「
頼
り
に
な
る
存
在
」、
会
員
の
皆
様

に
は
「
生
涯
会
員
」
を
目
指
せ
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
が
、
健
康
で
、

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
四
月
に
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
は
や
八
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
民
の
皆
様
と
直
接
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
佐
伯
市
に

は
豊
か
な
「
宝
」
が
あ
る
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
と
い
っ
た
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
市
政
運
営
の
根
幹
で
あ
る
「
い

つ
も
　
こ
ど
も
が
　
ま
ん
な
か
」
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し
、「
す
べ
て
の

世
代
が
笑
顔
で
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
、
温
か
い
佐
伯
市
」
の

実
現
に
、
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
率
40
％
を
超
え
る
佐
伯
市
に
お
い
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ

の
超
高
齢
社
会
に
活
力
を
も
た
ら
す
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
今
後
も
元

気
な
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
増
や
す
こ
と
に
引
き
続
き
注
力
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
会
員
の
皆
様
に
は
、
長
年
培
わ
れ
た
豊

富
な
知
識
、
技
能
、
経
験
を
活
か
し
積
極
的
に
社
会
参
加
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
と
も
に
共
生
社
会
を
創
っ
て
い
く
一
員
と
し
て
、
生
き
が
い
と

誇
り
を
も
っ
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
佐
伯
市
が
直
面
す
る
課
題
は
、行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
市
民
、

企
業
、
行
政
が
手
を
取
り
合
う
こ
と
は
市
政
の
根
幹
を
な
す
こ
と
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
と
心
一
つ
に
、
誰
も
が
挑
戦
で
き
、
お
互
い

を
尊
重
し
、
つ
な
が
り
合
え
る
ま
ち
を
目
指
し
、
佐
伯
市
の
未
来
を
切
り

拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
結
び
に
、
佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
、
新
し
い
年
が
会
員
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康

で
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

佐
伯
市
長
　
冨
髙
　
国
子
　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

公
益
社
団
法
人
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

理
事
長
　
下
川
　
健
　

新
年
ご
あ
い
さ
つ



　（６）会報　豊 の か け 橋　　第 56 号

事務局からの重要なお知らせ②事務局からの重要なお知らせ②

•請負で就業された報酬は配分金収入となり、所得税法上の雑所得になって、所得税・市県民税
の申告が必要となることがあります。「配分金等支払証明書」を送付します。
　smiletosmileに登録されている方は送付しません。また､派遣で就業された報酬は給与収入
となります。「令和７年分給与所得の源泉徴収票」を令和８年１月上旬頃、大分県シルバー人
材センター連合会が送付します。
　　注、請負・派遣両方で就業された会員にはそれぞれ送付されます。
（税務署への申告）公的年金収入等が400万円以下、かつその他の所得(配分金含む)が20万円
　　　　　　　　　以下の場合は、確定申告は不要です。
（市役所への申告）その他の所得(配分金含む)が20万円以下でも原則、市民税・県民税の申告
　　　　　　　　　は必要です｡(所得が0円の場合は不要です｡）

１．配分金のみの場合（給与、事業収入、その他の雑所得「公的年金を除く」が無い方１．配分金のみの場合（給与、事業収入、その他の雑所得「公的年金を除く」が無い方
•配分金が80万円(実際の経費が３万円)のとき
　実際の経費３万円＜特例による経費が65万円のため、
　雑所得は　80万円－65万円＝15万円となります。
（注意）配分金又は内職収入が65万円未満の場合は、
　　　　特例による経費は収入額が限度となります。

３．配分金のほかに事業収入（営業や農業など）がある場合３．配分金のほかに事業収入（営業や農業など）がある場合
•農業収入60万円(農業経費が40万円)で、配分金が50万円(実際の経費が３万円)のとき
　特例による経費は65万円－40万円＝25万円となり、実際の経費３万円＜特例による経費
25万円のため、雑所得は50万円ー25万円＝25万円となります。
（注意）事業収入の経費が65万円以上の場合は特例による経費は使えないため、実際の経
　　　　費を使って雑所得を計算します。

２．配分金のほかに給与収入がある場合（派遣で就業されて
　　いる方も給与収入になります｡）
２．配分金のほかに給与収入がある場合（派遣で就業されて
　　いる方も給与収入になります｡）

•給与収入が40万円で、配分金が60万円(実際の経費
　３万円)のとき
　特例による経費は65万円ー40万円＝25万円
　実際の経費３万円＜特例による経費25万円のため、
　雑所得は60万円－25万円＝35万円となります。
（注意）配分金又は内職収入が65万円以上の場合は、
　　　　特例による経費は使えません。

詳しくは税務署にお問い合わせください。

シルバー人材センター配分金等の確定申告についてのご案内シルバー人材センター配分金等の確定申告についてのご案内

　60歳以上で佐伯市内に在住し、健康で働く意欲のある方。知人・友人に紹介
をお願いします。入会説明会に参加されて、シルバーの働き方に納得されて会員
となって頂きます。

配分金収入の所得額の算出方法

４．配分金のほかに生命保険契約に基づく個人年金収入がある場合（公的年金を除く）４．配分金のほかに生命保険契約に基づく個人年金収入がある場合（公的年金を除く）
•個人年金収入100万円(経費70万円)で、配分金が40万円(実際の経費が３万円)のとき
　個人年金に係る経費(70万円)が65万円を超えるため、特例は適用されません。
•雑所得は（100万円－70万円)＋(40万円－３万円)＝67万円となります。
（注意）個人年金収入の必要経費とは、払込保険料の合計額のことです。

給 与 収 入

配分金収入

特 例 経 費

雑 所 得

あなたも計算してみませんか？
枠の中に数値を入れてみてください。
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